
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②我孫子らしい緑の保全とグリーンインフラの推進 

手賀沼と一体となった斜面林や農地の緑は、我孫子市の大きな特徴です。この緑を子や孫の世代へ引き継ぐ

ため、保全緑地・保存樹木などの制度を活用して適切な保全に努めます。 

また、防災や減災、健康づくりや子育て支援など、緑の持つ機能を享受できるようグリーンインフラを推進し、

やすらぎやうるおいなど、さまざまな面で生活の質（Ｑｕａｌｉｔｙ ｏｆ Ｌｉｆｅ）の向上を図ります。 

※グリーンインフラ…緑の機能を積極的に活用して、社会的な課題の解決や持続可能な地域づくりを進める取り組み 

我孫子市緑の基本計画 （２０２３～２０４２） 概要版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年４月 

 

１．緑の基本計画とは 
（１）計画の目的 

緑の基本計画は、我孫子の特徴ある緑を守り、つく

り、育て、そして次世代へその価値を継承していくた

めの、長期的視点で定める緑に関する総合的な計画

です。 

 

（２）計画の特徴 

①市民、事業者・学校、市の連携と協働 

緑の将来像を実現するためには、市民や事業

者、市がそれぞれの立場で、その役割を果たし、各 

主体が連携・協働していくことが必要です。 

緑のまちづくりにかかわる各主体の拡充と連携を

図ります。 

 ●みどりのボランティア活動 

 ●地域の花壇づくり活動 

 ●手づくり公園活動 

 ●里山活動 

 

 

グリーンインフラの推進による 

我孫子らしい豊かな緑の暮らしの創造 
 

社会的な課題の解決や 

持続可能な地域づくりに役立てながら、 

地域の暮らしをより豊かにしていく。 

都市における 

環境の保全・改善 

 

防災・減災 

 

良好な景観の形成 

 

コミュニティの形成や 

にぎわいの創出 

 

生きものの生息地・生育環境 

の確保・保全 

 

教育・子育ての

場の提供 

歴史や文化の継承 

 

レクリエーション・ 

遊びの場の提供 

健康増進 
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２．我孫子の緑 
台地上には主に市街地が形成されており、市街地の周囲には斜面林が

連なり、低地には水辺や水田が広がるなど、緑豊かで生きものも多く生息

する、首都圏でも貴重な自然環境が残されています。 

既存の樹木を活かした住宅地 
（我孫子） 

市民開放型保存緑地（根戸） 北新田の広大な農地 岡発戸の農地と斜面林 

根戸城跡の樹林地 手賀沼公園 香取神社と一帯の斜面林 
（高野山） 

高野山桃山公園と手賀沼 
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住宅用地, 23%

商業用地, 2%

工業用地, 1%

公共施設・文教・厚生用地, 

5%

道路・鉄道・運輸施設用地,  

11%

未建築宅地等の空地, 2%

農地, 34%

山林, 4%

水面, 8%

公園・広場・ゴルフ場等の

オープンスペース, 8%

原野・河川敷等の自然地, 2%

古利根沼 国道３５６号沿道の屋敷林 利根川ゆうゆう公園 宮ノ森公園 

湖北台中央公園 農地と斜面林（相島） 布佐市民の森 岡発戸・都部の谷津 

３ 

出典：Ｈ２８年度 都市計画基礎調査 （土地利用現況図を加工） 

※オープンスペースには公園・広場等を含む 

※その他の空地にはゴルフ場等を含む 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３．計画の目標と基本方針 
（１）緑の将来像 

我孫子市第四次総合計画で掲げられている将来都市像「未来につなぐ 心やすらぐ水辺のまち 我・孫・子」を緑

の将来像とし、特徴ある緑と人と人のつながりを活かし、魅力あふれる住みよいまち・我孫子を、私たちの世代から

子や孫の世代にまでつないでいきます。 

また、豊かな緑の基盤（グリーンインフラ）を活用して、「豊かな緑の活用（コミュニティ）」と「豊かな緑の暮らし（ウ

ェル・ビーイング）」を創出します。 

＊ウェル・ビーイング（well-being）・・・身体的、精神的、社会的に良好な状態にあること。 

手賀沼沿いの道 
手賀沼遊歩道・公園坂通り・ハケの道などがつながり、

四季折々の豊かな景色など魅力にあふれています。 

みどりのボランティア 
さまざまな世代の方がみどりのボランティア

として元気に活躍しています。 

生きものの生息・生育 
都心では見られない野鳥も多く、

自然環境が豊かです。 

活動のネットワーク 
緑の市民活動団体同士で、情報交換や交流が

行われ、助け合って活動しています。 

豊かな緑の活動 

我孫子らしい緑の景観 
斜面林は適切に管理されています。 

緑のまちなみ 
季節を感じさせる多様な緑が形成

されています。 

市民手づくり公園 
地域住民が中心となって特色ある

公園づくりに取り組んでいます。 

魅力ある公園 
身近な公園は地域にバランス良く配置され、

適正に維持管理されています。 

また民間事業者によるカフェやキッチンカー

がにぎわいを創出しています。 

里山づくり活動 
里山づくり団体は地域の森を

整備し、近隣の住民も喜んで

利用しています。 

（コミュニティ） 

未来につなぐ 心やすらぐ水辺のまち 我・孫・子 
緑の 

将来像 
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学びの場 
里山では、子どもたちが遊び方

を学びます。 

子どもたちは土にふれながら、

農産物がどのようにつくられて

いるかを学びます。 

 

歴史と文化 
手賀沼に魅せられた文人

たちの足跡を緑とともに

たどることができます。 

豊かな緑の基盤 

花のある暮らし 
花や緑が豊かな住宅地では、庭を

手入れしている人と散歩している

人との会話も弾んでいます。 

空き地の利活用 
空き地を菜園や花壇などに

利用します。 

豊かな緑の暮らし 

緑による健康づくり・レクリエーション 
手賀沼でのカヌー、サップ、緑の中のデイ

キャンプ、ヨガやジョギング、サイクリング

など、緑の中で体を動かすことのできる

環境や機会がたくさんあります。 

水循環 
雨水は地中に浸透し、土壌に貯えられ地下水をかん養し、

湧き水や池沼に流れ込み、大気中に蒸発して、再び降雨

となる水循環が形成され、まちを守っています。 

農地 
市街地を取り巻く広大な水田で

は稲作が、台地上の畑では新鮮

な野菜がつくられ、農のあるま

ちづくりが進められています。 

近所で花の愛好家が、花壇

づくりやガーデニングを楽

しんでいます。 

緑による安全なまち 
公園や緑地には、災害時にも役立つ

施設や設備が整っています。 

イベント 
公園を活用したイベント

が行われます。 

素敵なお庭が一般に公開され、庭主と訪

れる人の新たな交流が生まれています。 

（ウェル・ビーイング） 

（グリーンインフラ） 

外遊びの場 
子どもたちは、公園や原っぱ、里山

などで元気に遊んでいます。 
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我孫子駅 
天王台駅 

東我孫子駅 

手賀沼 

手賀沼公園 

岡発戸市民の森 

谷津ミュージアム 

五本松公園 

高野山桃山公園 
手賀沼親水広場 

（仮称）根戸の森 

根戸城跡 

農の緑ゾーン 

我孫子の自然の基盤と

なっているまとまりのあ

る農地の保全・活用 

 

水辺の緑ゾーン 

手賀沼・利根川・古利根沼

の水辺の緑の保全・活用 

市街地の緑ゾーン 

市街地の緑の保全・創出・

活用 

（２）緑の配置方針 

我孫子の特徴ある緑の構造や緑の機能を、より強化し

活かしていくよう、緑の配置方針を位置づけます。 

なお、市全域において緑を保全・創出していくために、

市全域を緑化重点地区に位置づけます。 
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湖北駅 

新木駅 

布佐駅 

利根川ゆうゆう公園 

利根川 

古利根沼 

湖北台中央公園 

気象台記念公園 

布佐市民の森 

中里市民の森 

古利根公園 

宮ノ森公園 

布佐南公園 

緑の交流拠点 

農地、斜面林、水辺などの緑を活用して、 

自然を感じ学ぶことができる拠点づくり 

核となる主な公園・緑地 

核となる公園・緑地・スポーツ施設などの 

オープンスペースの整備・管理 

里山づくり活動の主な拠点 

市民が主体となった里山づくり活動の推進 

緑と花の駅 

各駅の駅前広場におけるまちの玄関に 

ふさわしい花と緑の創出 

骨格の緑 

斜面林などの緑の保全や

創出による骨格づくり 

 

斜面林 

斜面林の保全 

 

手賀沼沿いネットワーク 

遊歩道などによる歩行者

ネットワークの軸づくり 

都市計画道路等 

（未整備区間を含む） 

７ 



 

●豊かな緑の基盤が息づくまち 
手賀沼をはじめ、古利根沼・利根川・斜面林・農地・公園などの緑を基盤とし、景

観形成や防災・減災、レクリエーションの場として活用します。また、多様性のあ

る緑として、子や孫の次代へと継承されていくまちを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●緑でつながる市民の活動が豊かなまち 
みどりのボランティアや市民活動団体でネットワークを形成し、学校、事業者と

も連携したバリエーション豊かな緑の活動が繰り広げられるまちを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●緑がつくる豊かな暮らしのあるまち 
我孫子市の特色ある緑を利活用し、市民一人ひとりが緑のある豊かな暮らしを

感じることができる住みよいまちを目指します。 

 

 

 

 

 

具体的な目標水準 
現況 

R4（2022） 
中間年次 

R17（2035） 
目標年次 

R24（2042） 

緑の確保量 １５６５ｈａ １６００ｈａ＊ １６００ｈａ 

指定緑地の面積 ２６ｈａ ３５ｈａ ４０ｈａ 

公園・緑地の面積 １５０ｈａ １５０ｈａ＊ １５２ｈａ 

※ 緑の確保量の対象は、都市公園、市民の森、特別緑地保全地区、保存緑地、保全特別樹林、保全樹林、農

用地区域、生産緑地地区、県立自然公園特別地域、子どもの遊び場、運動場・運動広場、学校グラウンドな

どです。 

※ 指定緑地の面積の対象は、保存緑地、保全特別樹林、保全樹林です。 

 

具体的な目標水準 
現況 

R4（2022） 
中間年次 

R17（2035） 
目標年次 

R24（2042） 

みどりのボランティアの登録人数 ４３５人 ５５０人＊ ６００人 

市民手づくり公園の数 １１箇所 ２０箇所＊ ２５箇所 

市民手づくり公園の活動団体数 ９団体 １８団体＊ ２２団体 

市民が管理・運営する樹林地の数 ７箇所 ９箇所 １０箇所 

※ みどりのボランティアは、「我孫子市みどりのボランティアの設置及び活動に関する要綱」に基づき登録さ

れているボランティアです。 

 

具体的な目標水準 
現況 

R2（2020） 
中間年次 

R17（2035） 
目標年次 

R24（2042） 

自然の保全・活用に対する満足度 ３４.１％ ４８％＊ ６０％ 

公園・緑地の整備・充実に対する満足度 ３４.５％ ５０％＊ ６０％ 

※ 満足度は、「市民アンケート調査報告書」において「満足」「やや満足」と回答した割合です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（３）目標と基本方針 

緑の将来像「未来につなぐ 心やすらぐ水辺のまち 我・孫・子」を実現するために、緑の基盤・緑の活動・緑の

暮らしの３つのそれぞれの側面から豊かなまちを目指します。 

 

未
来
に
つ
な
ぐ 

心
や
す
ら
ぐ
水
辺
の
ま
ち 

我
・孫
・子 

目標 

８ 



基本方針     我孫子らしい緑を保全・活用する 
手賀沼、利根川、古利根などの水辺や、水田、斜面林な

どの樹林地、社寺林などの歴史や文化にゆかりのある緑

は、私たちの暮らしや生きものの生息を支える重要な緑

の基盤となっています。 

このような貴重な緑を守るため、樹林地を保全する制

度の適用などによって保全を図ります。 

また、市民による里山づくり活動を積極的に支援して

いきます。 

１ 

基本方針     核となる緑を整備・活用する 
公園や緑地などの緑は、私たちの暮らしを豊かで快適

なものにしてくれます。このような公園や緑地をバランス

よく配置し、維持管理に努めます。 

基本方針     緑を楽しむ意識づくりと活動支援を進める 
 

緑のまちづくりを進めるために、市と市民、あるいは

事業者との連携した取り組みが不可欠です。 

また、だれもが緑を楽しむことができるプログラムづ

くりなどを充実させていきます。 

 

基本方針     多様な緑が輝くまちなみを創出する 
 

まちなみの緑など身近な緑は、地域に彩
いろど

りやうるおい

を与える役割を果たしています。このような緑を公共空

間や民有地において積極的に創出します。 

また、市民による花いっぱいのまちづくり活動を積極

的に推進します。 

２ 

３ 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施策 

（１）手賀沼沿いの緑の保全・活用 

（２）樹林地の保全・活用 

（３）農地の保全・活用 

（４）市民による里山づくり活動の推進 

 

 

 

 

 

 

施策 

（１）公園の適正な配置と維持管理 

（２）地域のニーズに応える魅力ある公園づくり 

（３）市民が主体となった公園づくり 

（４）身近なオープンスペースの確保・活用 

 

 

 

 

施策 

（１）民有地の緑の整備・管理 

（２）市民による花いっぱいのまちづくりの推進 

（３）道路の緑の整備・管理 

（４）公共施設の緑の整備・管理 

 

 

 

 

 

施策 

（１）緑を楽しむ暮らしの普及 

（２）緑を利活用したプログラムづくり 

（３）緑づくりの担い手の育成と支援 

（４）緑づくりを支える取り組みの拡充 

 

計画の目標を実現するために、取り組みの柱となる基本方針を定めます。 
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市民 
 

市民・市民グループ・活動団体 

 緑に関して意識を持ち、緑について学び、理解を深め
ます。 

 緑の中での健康づくり、野菜づくり、花壇づくりなど
緑のある暮らしを積極的に実践します。 

 自宅の庭が雨水浸透や生きものの生息・生育、うるお
いのある景観づくりなど、グリーンインフラとして役
立っていることを理解し、大切に維持管理します。 

 個人やグループ・団体でのガーデニング、美化活動、
里山づくり活動などに取り組みます。 

 市や事業者と連携・協働して、地域の緑の保全・緑化
活動や公園の計画づくり・管理活動を進めます。 

事業者・学校 
市や市民と連携・協働して、緑の保全・緑化活動や公園の計画づくり・管理活動を進めます。 
緑を活かしたプログラムを提供、または緑のプログラムに協力します。 

 

連携・協働 

土地所有者 

 所有する樹林地や農
地を良好に維持管理
します。 

 市民や活動団体への
場所の提供に協力し
ます。 

 緑地の公開や市民利
用に協力します。 

個人や近所・愛好家同士のグループ

の取り組み・活動（任意） 

ＮＰＯ法人や任意

団体の活動 

みどりのボランティア

の活動（登録） 

事業者 

 事業者の果たす役割を理解し、CSR活動を進めます。 
 事業所内の緑の保全や創出を図り、良好な維持管理や
緑地の公開に努めます。 

 開発行為などの事業において、地域の緑に配慮し、積
極的に良好な緑の保全や創出を図ります。 

 

学校・大学 

 緑を活かし、学ぶ活動
を推進します。 

 緑に関する技術や専門
的知見を提供します。 

 

４．計画の推進体制 
緑の将来像を実現するためには、市民や事業者、市がそれぞれの立場で、その役割を果たし、各主体が連携・協働

していくことが必要です。 

緑のまちづくりにかかわる各主体の役割を示します。 
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 手賀沼をはじめ、利根川や古利根沼など広域的な
部分については、国・千葉県・周辺自治体との連携
によって緑の創出と保全に努めます。 

我孫子市 
緑のまちづくりを総合的に推進する役割を理解し、緑を
保全・創出・整備・活用する施策を推進します。 

市民や市民活動団体、事業者、土地所有者などのマッチ
ングなど、相互の関係をコーディネートします。 

公園や公共施設における緑の保全や整備・管理・運営を
積極的に推進します。 

緑を活かしたプログラムを提供、または支援します。 
市民や事業者の取り組みを支援します。 
財源の確保や活用を図ります。 

庁内体制の強化 

都市計画をはじめ、環境や

農政、観光など、関連する

部局との連携の強化を図

りながら、それぞれの事業

や施策を実施します。 

連携・協働 

連携・協働 

連携 

千葉県 国 
周辺 
自治体 

みどりのネットワーク 

みどりのボランティアと市との意見交換会などを実施します。 
市民の緑づくりをさらに進めていくために、市民との協働の取り
組みや市の緑づくりの施策に関する提案や提言を行うことができ
る仕組みづくりを検討します。 

重点的取り組みのうち、特に市民との協働で推進するものについ
ては、意見交換などを行いながら検討するものとします。 

団体間のネットワークづくりについて検討します。 

 

我孫子市 

みどりのボランティア 

（団体など） 

みどりのボランティア 

（団体など） 
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①感じることがある, 

104人, 90%

②感じることはない, 

2人, 2%

③どちらともいえない, 

8人, 7% 無回答, 1人, 1%

①声や感想を聞く, 

81人, 71%

②特にない, 

29人, 25%

無回答, 5人, 4%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：みどりのアンケート 

01020304050

①会報やパンフレットの作成
②活動場所の拡大
③インターネット・SNSの活用
④イベントの開催
⑤専門家による講習
⑥コンテストなどへの参加
⑦他の団体との交流
⑧助成金の活用
⑨人員の確保
⑩その他

0 10 20 30 40 50 60 70

①会報やパンフレットの作成
②活動場所の拡大

③インターネット・SNSの活用
④イベントの開催

⑤専門家による講習
⑥コンテストなどへの参加

⑦他の団体との交流
⑧助成金の活用
⑨人員の確保

⑩その他

①会報やパンフレットの作成 

②活動場所の拡大 

③インターネット・SNSの活用 

④イベントの開催 

⑤専門家による講習 

⑥コンテストなどへの参加 

⑦他の団体との交流 

⑧助成金の活用 

⑨人員の確保 

⑩その他 

現在、 

行っていること 

（人） 

（複数回答） 

今後、 

行いたいこと 

（複数回答） 

■活動を充実させるための取り組み 

■団体の活動の継続を困難にしている理由 

実施期間   令和４年６月 

配布      ボランティア活動団体 ３９団体 １７１通 

回収      １１５通（回収率６７．２５％ Web回答 ３６通 紙面回答 ７９通） 

0 10 20 30 40

①週に１回以上

②月に２回程度

③月に１回程度

④それ以外

0 20 40 60 80

①社会に貢献していると思うから

②自分の好きなことだから

③同じ目的を持つ仲間がいるから

④周囲の人に感謝されるから

⑤健康が維持できるから

⑥所有者からの要望があるから

⑦その他

我孫子市緑の基本計画 ２０２３―２０４２ 概要版 令和５年４月 

我孫子市都市部公園緑地課  〒270-1192 我孫子市我孫子 1858  TEL 04-7185-1111（代） 

■活動に対する地域への影響 

（人） 

■団体が活動を続けている理由 

0 20 40 60 80 100

①会員の高齢化

②人員・後継者の不足

③会員同士の不和

④資金・資材の不足

⑤技術・知識の伝承

⑥周囲や近隣とのトラブル

⑦活動意欲の減衰

⑧その他

①30歳未満, 0, 0% ②30歳以上40歳未満, 3, 3%
③40歳以上50歳未満, 2, 2%

④50歳以上60歳未満, 5, 4%

⑤60歳以上70歳未

満, 15, 13%

⑥70歳以上, 90, 

78%

■活動の頻度 ■年齢 

（人） 

（人） 

活動によって 

地域が良くな 

ったと感じるか 

活動に対する 

地域からの声 

や感想があるか 

（人） 
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